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村
民
羅
円
祭
の

内

日
時
　
七
月
十
八
日
面

　
　
　
午
前
九
時
か
ら

場
所
　
田
沢
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

チ
ー
ム
編
成

　
田
沢
地
区
（
三
チ
ー
ム
）
高
道

山
、
清
津
峡
チ
ー
ム
、
倉
俣
チ
ー

ム
、
貝
野
チ
ー
ム
の
六
チ
ー
ム
。

　
み
ん
な
の
参
加
で
、
こ
の
大
会

を
、
村
民
親
睦
の
場
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
人
間
隙
彪
傷

　
　
　
　
受
謬
省
募
集

　
中
里
村
国
民
健
康
保
険
係
で
は

疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
及
び
早

期
治
療
を
推
進
し
、
被
保
険
者
の

健
康
増
進
を
図
る
た
め
に
総
合
健

康
診
断
（
人
間
ド
ッ
ク
）
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

《
受
診
対
象
者
》

★
国
保
加
入
者
で
四
十
歳
か
ら
六

　
十
歳
ま
で
の
者
（
定
員
十
名
）

★
費
用
　
八
千
四
百
円
（
個
人
負

　
担
分
）

★
受
診
場
所
　
小
出
検
診
セ
ン
タ

　
ー
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
送
迎
）

★
実
施
月
　
八
月
中

※
希
望
者
は
、
六
月
三
十
日
ま
で

に
印
鑑
を
持
参
の
上
社
会
福
祉
課

国
保
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
検
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

総
合
和
護
の
お
知
ぢ
せ

　
　
　
　
　
　
諾
日
町
爆
健
所

　
疾
病
の
予
防
や
健
康
の
相
談
、

指
導
を
容
易
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
保
健
所
で
は
、
左
記
の
と
お
り

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
相
談
目
　
毎
週
火
曜
日

★
時
間
　
午
前
九
時
半
か
ら
十
一

　
　
時
ま
で
　
午
後
一
時
か
ら
午

　
　
後
四
時
ま
で

　
　
た
だ
し
、
医
師
の
健
康
診
断

　
　
の
受
付
は
、
午
後
一
時
か
ら

　
　
二
時
ま
で

★
場
所
　
十
日
町
保
健
所

★
内
容

　
o
疾
病
予
防
に
関
す
る
相
談

　
○
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る

　
相
談

　
○
栄
養
に
関
す
る
相
談

　
o
食
品
衛
生
に
関
す
る
相
談

　
○
環
境
衛
生
営
業
に
関
す
る
相

　
　
談

　
○
狂
犬
病
予
防
に
関
す
る
相
談

　
○
飲
料
水
に
関
す
る
相
談

　
○
衛
生
害
虫
駆
除
。
墓
地
○
薬

　
　
事
に
関
す
る
相
談

　
○
環
境
、
廃
棄
物
に
関
す
る
相

　
　
談
。

防
氷
管
理

資
格
獄
鰻
開
催

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、

つ
ぎ
の
日
程
で
防
火
管
理
者
資
格

付
与
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
六
月
二
十
三
日
困
～
六

月
二
十
四
日
困
午
前
九
時
～
午
後

四
時
●
会
場
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

璽●
申
し
込
み
期
間
　
六
月
十
日
～

十
七
日
ま
で
に
写
真
（
上
半
身
、

横
三
セ
ン
チ
縦
五
セ
ン
チ
）
一
枚

と
講
習
テ
キ
ス
ト
代
二
千
四
百
円

宝ギ
ィ
t

む
兇
ち
ん
．

禎
ヒ
わ
号
μ
、

　
　
　
　
　
　
カ

を
添
え
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予

防
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
講
習
会
は
、
二
日

間
受
講
t
な
い
と
資
格
を
付
与
さ

れ
な
じ
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
十

日
町
地
域
消
防
本
部
（
T
E
L
七

ー
一
五
五
五
）
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。講

演
翁
　
　
　
ぢ
せ

　
県
で
は
、
毎
年
六
月
を
「
中
小

企
業
経
営
合
理
化
推
進
月
間
」
と

定
め
、
中
小
企
業
者
の
経
営
合
理

化
意
識
の
向
上
と
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
次
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

★
日
時
　
六
月
二
十
五
日
働

　
　
　
　
午
後
一
時
半
か
ら

★
場
所
　
六
日
町
役
場

★
内
容
「
不
況
を
乗
り
き
る
経
営
」

　
　
講
師
　
中
小
企
業
診
断
士
、

　
　
近
野
敵
氏

　
　
「
高
速
交
通
時
代
の
経
済
と

　
　
こ
れ
か
ら
の
経
営
」

．
傷
鍵
鷺
消
残
籠
さ
本

　
　
講
師
　
三
井
物
産
㈱
新
潟
支

　
　
置
支
店
長
　
千
葉
晃
久
氏

★
日
時
　
六
月
二
十
二
日
㈹

　
　
午
後
｝
．
時
半
か
ら

★
場
所
　
柏
崎
市
産
業
文
化
会
館

★
内
容
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

　
　
ョ
ン
。

　
　
「
高
速
交
通
時
代
の
産
業
と

　
　
観
光
」

★
パ
ネ
ラ
ー

　
　
新
潟
日
報
社
論
説
委
員
長
、

　
　
長
沼
甲
子
男
氏

　
　
働
日
本
交
通
公
社
調
査
室
長

　
　
溝
尾
良
隆
氏

　
　
柏
崎
商
工
会
議
所
会
頭

　
　
高
橋
源
治
氏

★
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

　
　
㈹
中
小
企
業
診
断
協
会
新
潟

　
　
県
支
部

　
　
副
支
部
長
細
野
博
導
氏

善

琶
、
つ

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
原

　
服
部
勝
利
さ
ん
か
ら
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

，

墨
籾

　
　
　
　
　
鷺
仁
今
9
も
酌

　
　
　
　
　
／
ノ

昼
☆
　

＝

じ
め
い
あ

し
ち
．
て蜜
∵

　
　
‘

　
　
力
孔
、

嬉
C
わ
じ
ザ

ロ
え
る
ん
信
炉
・
り

叛
曳
．

窃饗
わ
ビ
』
憾

な
ん
ぢ
，

　
　
ノ

ち
え
ヒ

じ
イ

そ
、
《
ざ
，

。
‘
　
、
，

　
　
〃
4

発
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＊
産
　
戸
＊

　
健
　
（
桑
原

美
智
子
（
南
雲

＊
高
砂
＊

雛
攣
諮
輻

　
　

　
蘇
郭

＊
昇
　
天
＊

大
ロ
タ
カ
ヌ
イ

服
部
ヒ
ロ
イ

井
ノ
川
セ
イ

大
ロ
　
カ
ズ

吉
楽
　
栄
松

　
清
）
小
　
出

秋
夫
）
程
　
島

上
　
　
山

松
代
町

朴
木
沢

松
代
町

如
来
寺

十
日
町
市

91　88　79　65　86

宮重田小重

中地中原地

編
集
後
記

▼
田
植
え
も
一
段
落
し
、
田
の
草

と
り
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

▼
広
報
な
か
さ
と
も
二
年
目
に
入

り
、
よ
り
皆
様
方
に
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
に
す
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
。
皆
様
か
ら
も
地
域
の
話
題

や
、
　
「
こ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る

ん
だ
」
　
「
こ
う
い
う
も
の
を
載
せ

た
ら
」
と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
は
、
一
段
と
暑
く
な

り
ま
す
の
で
、
水
分
の
取
り
す
ぎ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
出
掛
け
の
際
は
ゴ
ミ
袋
を
持

　
参
し
、
ゴ
ミ
は
も
ち
帰
り
ま
し

　
よ
う
。
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、
奄
鷲
・騨

ど
，
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．
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無
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￥
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．
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雛
羅
耀
蹴
灘
鰹
懸
譲
縄
願
灘
灘
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
・
盤
轍

㎜
　
成
熟
し
た
臓
器
が
、
そ
の
成
長
を
や
め
、
老
化
を
は
じ
め
る
と
き

剛
剛
私
た
ち
の
身
体
に
変
調
が
お
こ
っ
て
き
ま
す
。
村
で
は
毎
年
循
環
器

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

醐
検
診
を
実
施
し
て
、
成
人
病
の
予
防
に
カ
を
入
れ
て
い
ま
す
。
し
カ

㎜
し
、
受
診
率
は
、
約
五
十
％
と
低
く
．
せ
っ
か
く
の
機
会
が
利
用
さ

ロ

剛
れ
て
い
ま
せ
ん
。
成
人
病
は
早
期
発
見
が
最
も
た
い
せ
つ
で
す
。
丈

㎜
夫
な
人
ほ
旨
分
の
簾
を
過
信
し
・
病
気
の
発
見
が
遅
く
れ
て
い

7
－
｛
　
　
　
　
　
。

噸
　
自
分
の
健
康
は
、
自
分
自
身
で
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
最
近
の
疾
病
傾
向

　
全
国
的
に
、
成
人
病
を
減
ら
そ
う
．

脳
卒
中
を
な
く
そ
う
．
虫
歯
を
半

減
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
中
里
村
病
類
別
疾
病
統

計
を
見
ま
す
と
、
循
環
器
系
の
疾

剛剛醐剛剛剛蘭剛閑圃■醐剛圓』剛霞］剛剛剛闘

患
が
第
一
位
を
占
め
、
次
い
で
歯
科

疾
患
、
節
骨
格
系
、
呼
吸
系
疾
患
、

精
神
障
害
と
続
い
て
い
ま
す
。
中
で

も
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
多

額
の
費
用
を
要
す
る
新
生
物
（
腫

よ
う
、
ガ
ン
類
）
の
増
加
を
見
逃
す

　
　
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
ま
た
、
当
村
の
死
亡
原
因

　
　
別
か
ら
見
ま
す
と
、
五
十
四

よ
　
年
こ
ろ
ま
で
は
、
中
枢
神
経

い
　
系
の
血
管
損
傷
（
脳
卒
中
な

わ
ど
）
が
第
一
位
を
占
め
て
い

　
　
ま
し
た
が
、
五
十
五
年
以
降

こ　
　
は
、
悪
性
新
生
物
が
一
位
、

は
第
二
位
　
老
す
い
、
第
三
位

満
脳
血
管
損
傷
と
な
っ
て
い
ま

肥
す
。
脳
血
管
損
傷
が
第
三
位

　
　
と
な
っ
て
い
ま
す
が
死
亡
原

　
　
因
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
毎
年

　
　
こ
の
病
気
に
な
る
人
は
、
二

圃
縦
－

　
十
人
以
上
い
ま
す
の
で
注
意
が
必

　
要
で
す
。

　
　
こ
れ
ら
の
病
気
こ
そ
、
早
期
発

　
見
、
早
期
治
療
が
最
も
た
い
せ
つ

　
で
す
。
早
期
発
見
を
す
る
た
め
に

　
は
、
ま
ず
、
各
検
診
を
き
ち
ん
と

　
受
診
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
ま
た
、
自
分
が
健
康
の
時
と
違

　
っ
た
症
状
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば

　
早
め
に
医
者
の
診
察
を
受
け
ま
し

　
よ
・
つ
。

　
　
健
康
で
あ
る
か
ら
「
オ
レ
は
大

　
丈
夫
」
と
い
っ
た
考
え
は
危
険
で

　
す
。
特
に
三
十
歳
後
半
に
な
っ
た
ら

　
寝
る
前
に
一
日
の
反
省
と
し
て
、
チ

　
ョ
ッ
ト
身
体
の
こ
と
を
考
え
て
み

　
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の

　
健
康
は
自
分
の
手
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

受

％

　
過
去
五
年
間
の
循
環
器
検
診
の

受
診
率
を
見
ま
す
と
、
下
記
グ
ラ

フ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
を
見
ま
す
と

受
診
対
象
者
、
千
九
百
九
十
五
人

の
う
ち
千
十
一
人
が
受
診
（
五
十

・
七
％
）
し
、
こ
の
中
で
何
ら
か
の

病
気
ガ
発
見
さ
れ
た
人
が
五
百
二

人
（
四
十
九
・
八
％
）
に
な
っ
て
い

辱審

雛
難

ま
す
。
し
か
も
対
象
者
の

中
で
九
百
八
十
四
人
の
未

検
診
者
が
い
ま
す
の
で
、

病
気
を
も
っ
て
い
る
人
は

も
っ
と
多
く
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
異
常
の
あ
っ
た
人
の
年

代
別
で
は
、
五
十
代
か
ら

六
十
代
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
病
気
別
で
は
、
動
脈
硬
化
、
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
心
臓
障
害
な

ど
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

593人　　　　578人　　　　　　　　　（1・064人）　　（1011人
　←一一一一。一『』一一＿　528人　　　　　　　　　　，

（1、048人）（1’050人）　（989人）　518人　502人

一第一次検診受診率
一一第一次検診受診者の
　　うち異状のあった人

〆
7
0
　
60
　
5
0
　
4
0
　
3
0
　
2
0
　
旧

565554曳5352％

塩っぱいもの好きでね

な
ぜ
η

受
診
し
な
い
の

毎
年
千
人
近
く
、
未
検
診
者
が

い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
な
ん
で
し

ょ
う
か
。
健
康
管
理
室
の
ま
と
め

に
よ
り
ま
す
と
、
仕
事
や
、
や
む

を
え
ぬ
事
情
の
た
め
受
け
ら
れ
な

い
人
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
俺
は
、
絶
対
大
丈
夫
」
　
「
忙
が

し
く
て
、
受
け
て
い
る
暇
が
な
い

よ
」
と
言
っ
た
考
え
方
は
、
禁
物

で
す
。
家
族
の
一
人
で
も
病
気
に

か
か
る
と
、
み
ん
な
が
悲
し
む
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
成
人
病
は
、
自
覚
症
状
の
な
い

ま
ま
、
病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
毎
年
一
回
必

ず
検
診
を
受
け
て
、
健
康
で
楽
し

い
毎
日
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

新屋敷
羽鳥与五郎さん（功

　
こ
の
年
に
な
っ
た
ら
自
分
の
身

体
は
、
自
分
で
治
す
よ
う
に
す
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
私
は
、
前

か
ら
風
呂
上
り
に
、
家
の
「
な
げ

し
」
に
二
～
三
回
ぷ
ら
下
っ
て
い

ま
す
。
身
体
中
の
筋
が
伸
び
て
、
と

て
も
楽
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
寝
床

に
入
っ
た
と
き
、
背
骨
に
そ
っ
て
特

製
の
棒
（
綿
を
棒
状
に
し
た
も
の
）

　
を
二
～
三
十
分
置
い
て
、
胸
を

　
開
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
前
か
ら
あ
っ
た
胸
の
痛
み
が
な

　
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

小　原
樋ロヨシさん㊦

　
「
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
嫌
い

で
、
糸
を
か
ま
っ
て
い
る
時
が
一

番
楽
し
い
」
と
話
す
ヨ
シ
さ
ん
は
、

今
年
九
十
三
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
す
。
身
体
の
具
合
は
「
も
う
三

十
五
年
も
医
者
に
か
か
っ
て
い
ね

の
一
健
康
の
秘
決
は
「
じ
っ
と
し

て
い
な
い
で
、
動
き
回
る
こ
と
だ

の
し
一
ど
こ
も
悪
く
な
い
ヨ
シ
ば

　
　
あ
ち
ゃ
ん
も
老
人
検
診
だ
け

　
　
は
「
か
か
さ
ず
に
行
っ
て
る

　
　
ぜ
の
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

　
　
　
た
。

とマ◎’広綴噸
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検
診
の
一
番
の
目

　
　
　
　
的
は
、
ふ
だ
ん
健
康

　
　
　
　
だ
と
思
っ
て
生
活
し

　
　
　
　
て
い
る
人
た
ち
の
中

　
　
　
　
か
ら
、
早
期
に
病
気

　
　
　
　
を
発
見
し
、
重
く
な

　
　
　
　
ら
な
い
う
ち
に
治
療

　
　
　
　
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
さ
ら
に
病
気
の
も

　
　
　
　
と
に
■
な
る
異
常
を
見

　
　
　
　
つ
け
、
．
日
常
生
活
に

　
　
　
　
注
意
を
呼
ぴ
か
け
、

　
　
　
　
病
気
発
生
を
防
ぐ
の

　
　
　
　
も
大
き
な
目
的
の
一

　
　
　
　
　
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
検
診
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
現
在
の
か
ら
だ
の
調

　
　
　
　
子
が
「
異
常
な
し
」

　
　
　
　
　
「
注
意
観
察
を
要
す

　
　
　
　
　
る
」
　
「
精
密
検
診
や

　
　
　
　
治
療
を
要
す
る
」
と

に
分
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
検
診
は

自
分
の
健
康
管
理
の
出
発
点
と
も

い
え
ま
す
。

　
人
間
の
か
ら
だ
は
、
日
日
刻
刻

と
変
っ
て
い
き
ま
す
。
今
年
よ
く

て
も
来
年
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
毎

年
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
、
健

康
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
三

十
歳
代
の
後
半
か
ら
は
、
高
血
圧

や
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な

ど
病
気
が
多
く
な
り
成
人
病
に
な

り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
検
診
を

★
一
次
検
診
（
全
員
対
象
）

性・年代別にみた異常者の割合

異常なし60％
要指導
　25％

要医療
15％

異常なし60％ 妻指導29％
難霊
9％

男
　
　
女

35－39

要観豪2％
要観察8％

異常なし53％
　　　　　要医療
要指導26％脇

興常なし53％
妻指導　翫
　　22％8弩

　　　　　　　男

40－49
　　　　　　　女

要観察7％

　
●
問
診
　
●
血
圧
測
定
（
高
血

圧
か
否
か
）
●
尿
検
査
（
腎
蔵
病
、

糖
尿
病
の
発
見
）
●
身
長
、
体
重

（
肥
満
度
）
●
血
液
検
査
（
貧
血
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
）

★
二
次
検
診
（
精
密
検
査
、
一
次

　
検
診
で
異
常
の
あ
っ
た
者
）

　
●
心
電
図
（
心
臓
障
害
が
あ
る

か
ど
う
か
）
●
眼
底
カ
メ
ラ
（
動

脈
硬
化
な
ど
）

　
ち
ょ
っ
と
し
た
、
一
日
人
間
ド

ッ
ク
の
検
査
内
容
で
す
。

異常なし38％
要観察要指
11％　　　23％

要医療28％

異常なし47％
要指
　　23％

要医療
　　23％

男
　
　
女

50－59

要観察7％

興常なし38％

観
1
1
％

要指導
　　21％

要医療30％

異常なし46％ 要指導24％ 要匿療28％

要観察2％

カ

男
　
女

60～〔洞

呉常なし43％

観
1
0
％

　　　　　要医
要指導24％　　23％

異常なし53％一 　　　　　要医療
要指導24％17％

　
な
ん
と
な
く
痛
い
か
ら
、
激
痛

ま
で
あ
り
ま
す
。

▼
ク
モ
膜
下
出
血
、
偏
頭
痛
、
脳

　
腫
よ
う
な
ど
の
病
気
が
も
と
で

　
お
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

め

男
　
　
女

平均

　獅な　竹藤タツさん
　　総鼎　　臨警　昭和53年の循環器検診で
　　　　　　　尿に糖が出ていると言われ

て驚き心配しました。その後、役場で実施さ

れた糖尿病教室に通い、食事療法と運動を続

けた結果、去年と一昨年の検診では、異常が

ありませんでした。検診を毎年受けていたお

かげで早期発見ができ、ほんとうによかった

と、家族みんなで喜こんでいます。　・　一ノ

　
　
風
邪
、
疲
労
、
貧
血
、
栄
養
不

　
良
な
ど
で
一
過
性
の
め
ま
い
が
お

　
　
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
慢
性

　
6
　
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

察
蝋
　
▼
高
血
圧
症
、
狭
心
症
、
貧
血
、

　
　
　
糖
尿
病
、
脳
動
脈
硬
化
な
ど
の

　
　
　
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
カ
，
、
、
．

生
命
を
左
右
す
る
よ
う
な
激

痛
。
こ
れ
に
は
短
期
間
に
お
さ
ま

る
も
の
と
、
長
く
続
く
場
合
が
あ

り
ま
す
が
ど
ち
ら
も
注
意
が
必
要

で
す
。

▼
心
筋
梗
塞
、
肺
炎
、
肺
梗
塞
、

　
肺
結
核
、
胃
潰
よ
う
一
、
食
道
炎
、

　
狭
心
症
な
ど
の
恐
れ
も
あ
り
ま

　
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
♪

妃曽訊燃

が
あ
り
ま
す
が
、
慢
性
的
に
あ
る

場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
脳
卒
中
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

手
　
何
と
な
く
手
足
が
し
ぴ
れ
る
、

感
覚
が
に
ぷ
る
、
チ
ク
チ
タ
す
る
、

ピ
リ
ピ
リ
す
る
。
こ
れ
ら
は
し
び

れ
で
あ
り
、
知
覚
異
常
を
示
し
て

い
ま
す
。

▼
脳
軟
化
症
、
脳
出
血
、
脳
血
栓

脳
腫
よ
う
、
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化

症
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
的
に
耳
な
り
を
す
る
こ
と

疹．

魑
5
韓
日
舅
鱒
輔
鱒
轍
軽
軽
轄
韓
軽
輌
韓
ヨ
鱒
鱒
鱒
韓
軽
軽
轍
ヨ

翻当ウαこ）Gよ）Cか栄つ以た

上山

江口重治さん

瓢
　　　　　　　　昭和49年9月、東京の出

　　　　　　　稼ぎ先で突然脳血栓のため

に動けなくなりました。その後、医者の指導

と家政婦さんの厳しい機能回復訓練や家族の

励ましにより、健康の人と変らないくらいに

元気になりました。病気を経験してつくづく

思うことは、40歳をすぎたら自分の健康管理

に注意しなければならないということです。

川芋

健
康
で
す
ご
そ
う

　
　
　
一

　
　
よ

　
　
　
い

　
　
な
寿

　
　
　
ム

　
健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
は
、
栄

養
、
休
養
、
運
動
で
す
。
私
た
ち

の
回
り
に
は
、
文
明
病
と
い
わ
れ

る
多
く
の
病
気
が
取
り
ま
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
た
め
に

は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま

し
よ
・
つ
。

①
睡
眠
と
休
養
は
＋
分
に
、
夜

ふ
か
し
を
さ
け
八
時
間
の
睡
眠
は

確
保
す
る
。

②
適
度
の
運
動
、
年
齢
や
体
力

に
相
応
し
た
運
動
を
毎
日
行
う
。

病
気
が
ち
の
人
は
、
医
師
の
診
察

　
か
ら
だ
の
調
子
に
よ
っ
て
、
尿

の
量
、
色
、
濁
り
な
ど
や
、
血
尿

排
尿
痛
な
ど
の
変
化
が
現
れ
ま
す
。

▼
腎
臓
ガ
ン
、
膀
胱
ガ
ン
、
前
立

腺
ガ
ン
、
慢
性
腎
炎
、
糖
尿
病
、

脳
腫
よ
う
な
ど
の
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。を

受
け
て
か
ら
に
し

理
は
し
な
い
よ
う
に
。

決
し
て
無

③
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

食
品
の
数
を
よ
り
多
く
と
り
、
三

度
の
食
事
は
欠
か
さ
な
い
こ
と
。

し
か
し
、
大
食
は
禁
物
で
す
。
皮

下
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増

え
ま
す
。

④
化
学
調
味
料
は
控
め
に
、
特

に
塩
分
や
砂
糖
の
取
り
す
ぎ
に
注

意
し
、
う
す
味
に
慣
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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青
年
団
の
移
り
か
わ
り

、
中
里
村
連
合
青
年
団
が
盛
ん
に

活
動
し
て
い
た
の
は
、
昭
和
三
十

年
代
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
三

十
年
代
の
後
半
に
入
り
ま
す
と
、

国
の
工
業
振
興
政
策
に
伴
い
、
農

家
の
二
男
、
三
男
が
都
会
に
流
出

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら

四
十
年
の
こ
ろ
ま
で
は
、
集
落
青

年
団
の
集
ま
り
だ
っ
た
連
合
青
年

団
も
単
位
団
の
崩
壊
か
ら
個
人
で

加
入
す
る
組
織
と
な
り
名
称
も
新

た
に
中
里
村
青
年
会
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
青
年
会
も
、
五
十
四
年

こ
ろ
ま
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
五

十
六
年
の
春
に
は
、
会
員
の
減
少

な
ど
の
理
由
か
ら
解
散
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
か

わ
っ
て
、
貝
野
青
年
会
、
芋
沢
青

年
会
、
小
原
青
年
会
、
干
溝
青
年

会
、
田
中
青
年
会
、
荒
屋
青
年
会
、

白
羽
毛
青
年
会
、
倉
俣
青
年
会
、

こういうことはいいことだ

重
地
青
年
会
、
田
代
青
年
会
な
ど

の
集
落
の
青
年
会
活
動
が
活
発
化

し
、
村
の
祭
り
や
、
雪
上
運
動
会

な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
が

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
青
年
会
活
動
も
村
内

の
一
部
分
で
し
か
な
く
、
青
年
会

の
な
い
集
落
が
多
く
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
楽
し
い
こ
と
が

　
青
年
会
活
動
の
盛
り
あ
が
ら
な

い
理
由
と
し
て
は
、

一
、
青
年
会
に
入
ら
な
く
て
も
、

　
他
に
楽
し
め
る
こ
と
が
あ
る
（
ド

　
ラ
イ
ブ
、
娯
楽
施
設
の
普
及
。
）

二
、
会
員
に
な
っ
て
、
自
由
を
束

　
縛
さ
れ
た
く
な
い
。

三
、
青
年
会
が
地
域
に
果
す
役
割

　
の
認
識
が
薄
い
。

四
、
若
者
が
気
易
す
く
使
え
る
集

　
会
施
設
が
な
い
。

五
、
出
生
率
の
低
下
に
伴
い
、
若

　
者
が
減
少
し
た
。

六
、
勤
務
地
の
拡
大
な
ど
に
よ
り

　
若
者
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
た

　
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
の
青
年
会

　
地
域
に
と
っ
て
青
年
会
活
動
は

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
青
年
会

活
動
の
目
的
は
、
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
が
主
な
も
の
と
し
て

は
、
一
、
人
と
の
交
流
の
中
で
自
己

を
高
め
る
。
二
、
地
域
の
中
で
中
枢

的
な
役
割
を
果
し
、
地
域
の
連
帯

を
深
め
る
。
三
、
青
年
同
志
が
団
結

す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若衆ががんばってくれてありがたいのし

　
最
近
、
都
会
か
ら
若
者
の
ユ
！

タ
ー
ン
現
象
に
よ
っ
て
、
各
地
で

青
年
会
活
動
か
活
発
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

に
中
里
村
に
も
ユ
ー
タ
ー
ン
青
年

が
多
く
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会

に
青
年
会
活
動
の
必
要
性
を
皆
で

考
え
育
成
し
て
い
く
時
期
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
青
年
会
活
動
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
青
年
会

の
必
要
性
を
認
識
し
、
若
い
人
た

ち
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
し
て

や
る
こ
と
。
ま
た
、
年
に
何
人
か

の
若
者
を
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
研
修
に
行
か
せ
、
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
も
し
て
行
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
青
年
会
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

て
も
集
落
に
若
者
が
い
な
く
て
は

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て

地
区
ご
と
く
ら
い
に
は
、
青
年
会

を
作
り
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
す
す
め
て
、
地
域
の
連
帯
を
強

め
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
昭
和
五
＋
六
年

度
の
交
通
事
故
の

実
態
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
十
日
町
警
察
署

管
内
で
は
、
昨
年

度
だ
け
で
、
百
四

十
三
件
の
交
通
事

故
が
起
き
て
お
り

そ
の
内
五
人
が
死

、
亡
百
六
十
九
人
が

傷
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
対
比
で

は
、
死
者
が
三
十

八
％
の
減
、
傷
者

が
三
十
二
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
村
で
は
、
事

故
件
数
が
十
六
件

で
そ
の
内
死
者
が

二
人
、
傷
者
が
二
十
人
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
対
比
で
十
八
％
の
増

と
悪
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■医，1
ひにゆとりをもつてハンドルをにぎろう

市町村別発生状況

縮
尋
津
。

　
事
故
原
因
と
し
て
は
、
わ
き
見

運
転
が
一
番
多
く
、
次
い
で
飛
び

出
し
と
な
っ
て
い
ま
す
．
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
運
転
者
の
経
験
年

数
で
は
、
十
年
か
ら
二
十
年
の
人

が
一
番
多
く
、
全
体
の
五
十
三
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
の
検
挙
者
数
は
、
三

十
五
人
で
、
県
内
で
二
番
目
（
人

口
比
）
に
悪
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
飲
酒
運
転
で
事
故
を
起
す

と
、
一
生
悔
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
少
し
く
ら
い
」
「
タ
ク
シ
ー
代
が

も
っ
た
い
な
い
」
と
い
っ
た
甘
い

考
え
は
禁
物
で
す
。
飲
酒
運
転
で

事
故
を
起
し
た
大
半
の
人
が
「
自

分
だ
け
は
、
大
丈
夫
」
と
い
っ
た

甘
い
考
え
だ
っ
た
の
で
す
。
　
「
あ

っ
」
と
思
っ
た
瞬
間
は
も
う
遅
い

の
で
す
。

　
飲
ん
だ
ら
車
に
乗
ら
な
い
よ
う

に
皆
で
注
意
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

と◎’マ広報か（5）・Nα31157．6．10

　
論
藁
霧
・
・
　
　
六
月
四
日
を
初

灘慰

響
辻
罪
舗

鑓瀞郷

影

欄雛

響
想
載
欝

轍
㎜
露
鱒
噛

麟讐

鷺
驚
麟

懸纏

欝
矯
蒙

鰻籔騨

欝

に
保
つ
こ
と
が
予
防
の
第
一
歩
と

い
え
ま
す
。

　
歯
槽
膿
漏
の
治
療
で
一
番
た
い

せ
つ
な
こ
と
は
、
歯
石
の
除
去
で

す
。
歯
科
医
師
に
頼
む
と
、
歯
肉

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
き
れ
い
に

と
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
家
庭
で
の
予
防
と
レ
て
は
、
毎

昭和56年度虫歯り息率

年　齢 対象者数 総本数 一人平均 聴率

1歳半～2歳
　人
81
　本
41
　本
0．5
　％
17．3

3歳～3歳半 94 489 5．2 82．9

4歳半～5歳半 95 762 8．0 91．5

食
後
の
歯
み
が
き
が
最
も
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
歯
を
み
が
い
た
ら
つ

い
で
に
指
先
で
歯
ぐ
き
を
軽
く
マ

ッ
サ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
中
里
村
の
四
歳
半
～
五
歳
半
児

の
虫
歯
り
患
率
は
九
十
一
・
五
％

と
高
く
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
虫

歯
を
持
っ
て
い
ま
す
。
乳
歯
が
虫

歯
に
か
か
っ
て
い
る
と
、
そ
の
根

に
ウ
ミ
袋
が
で
き
る
た
め
に
、
永

久
歯
の
表
面
の
エ
ナ
メ
ル
質
が
十

分
に
育
た
ず
虫
歯
に
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
日
本
人
の
歯
を
み
が
く
時
間
は

平
均
で
四
十
二
秒
と
い
わ
れ
て
い

」
　　　　噛

凝
＝
議
“
轟
継

　
ま
す
。
大
人
を
含
め
て
の

　
話
で
す
か
ら
、
子
供
だ
け

、
つ　
な
ら
も
っ
と
少
な
い
は

よし
ず
で
す
。
酸
の
脱
灰
作
用

を
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
三
度

療
の
食
事
の
後
は
も
ち
ろ

治
ん
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り

に　
飲
ん
だ
り
し
ぬ
後
も
、
三

め　
分
以
内
に
、
一
、
二
分
間
歯
を

早　
み
が
く
習
慣
を
身
に
つ

　
け
ま
し
ょ
・
つ
。

税
金
は
み
ん
な
の
も
の

　
税
金
の
中
に
は
、
国
税
、
県
税

村
税
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
村
税
は
、

学
校
建
設
、
道
路
整
備
、
福
祉
な

ど
を
す
す
め
て
い
く
上
で
、
欠
く

事
の
で
き
な
い
重
要
な
財
源
で
す
。

　
税
金
は
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

生
活
の
向
上
と
安
定
の
た
め
に
、

共
同
で
負
担
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
社
会
共
通
の
経
費

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

が村

の

　
税
金
は
、
国
税
と
地
方
税
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
地
方
税

は
道
府
県
税
と
市
町
村
民
税
に
区

分
さ
れ
ま
す
。

▼
村
民
税
　
そ
の
村
の
住
民
に
課

税
さ
れ
る
と
い
う
意
味
か
ら
「
住

民
税
」
と
も
い
わ
れ
、
個
人
や
会

｛串ヤリliF7レース馨集

社
（
法
人
）
に
対
し
、
所
得
（
利

益
）
を
も
と
に
課
税
し
ま
す
。

▼
固
定
資
産
税
　
土
地
や
家
屋
、

償
却
資
産
の
評
価
格
を
も
と
に
し

て
、
そ
の
固
定
資
産
の
所
有
者
に

課
税
し
ま
す
。

▼
軽
自
動
車
税
　
オ
ー
ト
バ
イ
や

軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
に
課
税

し
ま
す
。

▼
村
た
ば
こ
消
費
税
　
専
売
公
社

が
村
内
の
小
売
店
に
売
り
渡
す
た

ば
こ
の
本
数
に
よ
り
課
税
（
税
金

は
、
定
価
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
）

し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
　
　
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
医
療
の
支
払
い

に
あ
て
る
た
め
の
目
的
税
で
、
前

年
所
得
、
世
帯
割
、
本
年
度
の
固

定
資
産
税
、
加
入
者
の
人
数
な
ど

を
も
と
に
課
税
し
ま
す
。

酔
。
∪

レ
納税相談

　中里村を象徴するような
　　　　　　　　　　　　｝
キャッチフレーズを皆様か　1
　　　　　　　　　　　　～ら募りますのでよろしくお　1
願いします。なお採用させ　1

ていただいた人には粗品を　ミ

　　　　　　　　　　　　妻
さしあげます。　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　～
　　　　　記　　　　　　1
　〆　　切　昭和57年6月　1

　　　　　25日　　　1
　　　　　　　　　　　　｝
　提出先中里村役場開
　　　　　発課　　　1
応募方法．、ガキまたは1

　　　　　封筒に記入の　ミ
　　　　　　　　　　　　ン　
　　　　　こと　　　　、～
　　　　　　　　　　吐／も〆ノ

覧
　
　
し

、
覧
■
、
》
、
監
’
》
≧
、
、
く
－
～
ー
、
’
・
・
＝
、
．
、

57

年
度
中
里
村
消
費
生
活

改
善
協
力
員
が
決
ま
り
ま

し
た
”

　
こ
の
方
々
は
皆
様
が
日
常
生
活

に
お
い
て
困
っ
た
こ
と
や
、
苦
情

を
き
き
消
費
者
の
保
護
役
に
な
っ

て
く
れ
る
人
た
ち
で
す
。

　
食
品
や
衣
類
、
訪
問
販
売
な
ど
、

消
費
生
活
で
困
っ
た
こ
と
で
相
談

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

何
ん
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、

役
場
開
発
課
ま
た
は
、
左
記
の
消

費
生
活
改
善
協
力
員
、
推
進
員
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
新
潟
県
消
費
生
活
改
善
推
進
員

上
原
ヒ
ロ
ノ
通
り
山
君
二
六
一
〇

◎
中
里
村
消
費
生
活
改
善
協
力
員

島
田
ト
ヨ
　
通
り
山
費
二
三
二
八

樋
ロ
マ
ツ
イ
朴
木
沢
台
八
三
四
三

山
本
タ
カ
　
小
出
　
台
八
一
八
七

志
田
千
代
子
倉
俣
　
君
八
四
七
一

吉
楽
道
子
　
宮
中
　
費
七
一
九
四

かしこい消費者になろう

葉
い
も
ち
に
ご
注
意
を

　
今
年
は
、
育
苗
期
後
半
に
高
温

が
続
い
た
た
め
、
全
般
に
苗
が
軟

弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

葉
い
も
ち
の
発
生
が
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
防
除
上
の
注
意
》

o
補
植
用
苗
は
、
早
急
に
撤
去
し

　
ま
し
ょ
・
つ
。

O
い
も
ち
発
生
田
は
、
た
だ
ち
に

　
薬
剤
散
布
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
六
月
十
日
～
二
十
日
を
め
ど
に

　
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
を
散
布
し
ま
し

　
よ
・
つ
。

騨
舗
勲
魏

　
一鰹

耀
編
畑

．
　
　
　
す
。

　
こ
の
時
期
は
「
梅
雨
ざ
し
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
さ
じ

木
に
適
し
て
個
ぽ
す
。
高
温
多
湿

で
発
根
し
や
t
い
の
で
す
。

、
ε
し
木
を
．
す
る
に
は
、
前
年
に

出
た
人
の
指
鴎
ら
い
の
枝
先
老
さ

が
し
、
切
れ
妹
の
よ
い
ハ
サ
、
、
、
か

小
刀
で
十
セ
ツ
チ
～
三
十
逝
ン
ヂ

に
切
り
、
通
気
や
排
水
が
よ
く
、

水
も
ち
の
よ
い
土
×
例
え
ば
鹿
沼

土
》
に
植
え
ま
す
。

　
さ
し
た
後
は
、
強
い
光
、
雨
、

風
に
当
て
ぬ
よ
う
に
管
理
し
ま
す
。
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おもしろい行事などがありまし

たら教えてください。

　
七
月
一
日
、
清
田
山
地
区
に
清

田
山
自
然
運
動
公
園
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
新
林
業
構
造
改
善

促
進
対
策
実
験
事
業
を
利
用
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ニ
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
一

面
キ
ャ
ン
プ
場
（
テ
ン
ト
ニ
十
張

り
）
炊
事
施
設
、
遊
歩
道
、
展
望

＊行・事・予・定＊
　　　　　崇変更することがあります。
　　　　　・御用の際は担当課で確認を

11㈲
心配二と相談日（老人センター）

入　梅

12㈹

13（日）
休日救急医（山口医院02575－5－2003）

　　　　　（津南病院02576－5－3161）

14（月）

15（知

16㈱

17休） 国民年金委員会総会（老人センター9：30～

18㈹

特設人権相談所（老人センター10：00～15：0Q）

行政・心配こと相談日（老人センター）

妊婦検診（上村病院13：30～14：00）

海外移住の日
母親学級（上村病院12：30～13：00）

19（土） 宮中ダム警報吹鳴試験（9：30～）

20（日）

休日救急医（千手診療所02576－8－2034）

ニジマス釣り大会（清津橋下流）

父の日

農地関係許可申請メ切
小松原清掲ハイキング（清津山の会）

21（月）

22（幻 夏　至

23休） 沖縄慰霊の日

24㈲

25働 心配こと相談日（老人センター）

26仕）

27（日）
休日救急医（水沢診療所02575－8－2039）

二市三郡身体障害者体育大会

28（月）

29（火） 産後検診（保健センター13：00～14：00）

30㈱ 中里村農業委員会

1休）
清田山自然運動公園オーブン　　　　↑

国民安全の日

2金 心配こと相談日（老人センター）

3d，

4（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　社
　　　　　　　　　　　　　　　　会
　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　　　　　明
　　　　　　　　　　　　　　　　る
休日救急医（上村病院2111）　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　す
　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　　　　　　　　　　　　　運
　　　　　　　　　　　　　　　　動

5（月）

6（幻 郡老連旅行

7㈱ 七　タ　　　　　　　　　　　　　　ー

8休）

　　　　　　　　　　　　　　　　力
献血車ゆうあい号（保健センター　　月
　　　　　　　　　10：00～15：00）問

9働
心配ごと相談日（老人センター）
5歳児検診（総合センター12：00～14：00）

10（土）
農巣者年金農地相談日（役場農政課）

交通安全家庭の日

台
、
管
理
棟
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
公
園
は
、
清
田
山
集

落
か
ら
車
で
二
分
く
ら
い
の
所
に

あ
っ
て
、
役
場
か
ら
で
も
二
十
五

分
く
ら
い
で
行
け
ま
す
。

　
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
高
台
か

ら
見
る
津
南
原
の
河
岸
段
丘
の
な

が
め
は
す
ば
ら
し
く
、
訪
ず
れ
る

人
を
魅
了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。遊歩道を二人で

レ交通規制く1
外山商店から丸ト鮮魚店までの村道

は、7：30～17：30まで歩行者専用道路

ですのでご注意ください。

（日曜日、休日を除く）

バーペキューをして食べよう

春
、
夏
、
秋
と
そ
の
季
節
に
応

じ
、
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

キ
ャ
ン
プ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
き

の
こ
汁
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

　
管
理
棟
の
中
に
は
、
更
衣
室
兼

シ
ャ
ワ
ー
室
、
休
憩
室
が
設
置
さ

れ
ス
ポ
ー
ツ
で
ひ
と
汗
か
い
た
人

た
ち
を
さ
わ
や
か
な
気
分
に
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
施
設
の
使
用
料
や
申
込
み
先
に

つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

歎
今
緯

鰍難
季
節
保
育
所
に
勤
務
し
、

鞭雛離

隷
飢
綴

　
懲
子
さ
ん
を
紹
介
し
隆

　
　
　
　
　
中
学
生
の
こ
ろ
カ
ら
子

　
供
が
好
き
で
、
将

　
来
は
保
母
さ
ん
に

　
な
ろ
う
と
決
め
て

　
い
た
そ
う
で
す
。
大
変
な
仕
事
で

　
す
ね
「
他
人
の
子
供
を
預
っ
て
い

　
る
の
で
と
て
も
気
を
使
い
ま
す
が

　
子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
て
仕
事
が
で

　
き
る
の
で
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
」

　
　
ど
ん
な
時
が
一
番
う
れ
し
い
で

　
す
か
。
　
「
○
○
を
し
よ
う
と
言
っ

　
た
と
き
、
子
供
た
ち
が
見
せ
て
く

　
れ
る
喜
び
の
表
情
で
す
ね
。
が
ん

　
ば
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。
」

　
　
趣
味
は
「
読
書
と
料
理
を
作
る

　
こ
と
」
ハ
ン
バ
ー
グ
が
得
意
と
か
。

芋
　
　
沢
保
坂
　
博
子
さ
ん

　
　
中
里
村
を
ど
う
思
い
ま
す
か
「
と

　
　
て
も
人
情
味
が
あ
っ
て
と
て
も
好

　
　
き
で
す
け
ど
も
、
村
全
体
で
何
か

　
　
を
す
る
と
き
の
ま
と
ま
り
が
弱
い

　
　
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
好
き

　
　
な
言
葉
は
「
な
ん
で
も
最
後
ま
で

　
　
や
り
と
げ
る
と
い
う
意
味
で
、
努

い
ま
す

力
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
」

　
子
供
た
ち
に
対
し
て
「
い
っ
も

ゆ
と
り
を
も
っ
て
接
し
、
子
供
た

ち
を
思
う
存
分
屋
外
で
遊
ば
せ
て

や
り
た
い
一

　
現
在
の
希
望
は
「
貝
野
保
育
所

は
、
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
七

ヵ
月
間
で
す
が
、
せ
め
て
四
月
か

ら
十
二
月
こ
ろ
ま
で
に
の
ば
し
て

も
ら
う
こ
と
。
」
少
し
で
も
子
供
た

ち
の
成
長
に
役
に
立
ち
た
い
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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五
月
十
二
日
、
午

前
十
一
時
四
十
五
分

こ
ろ
、
県
道
清
津
公

園
線
で
路
肩
工
事
を

し
て
い
た
山
田
勝
治

さ
ん
が
、
清
津
川
を

日
本
カ
モ
シ
カ
が
流

れ
て
い
る
の
を
発
見

し
仲
間
と
と
も
に
追

い
か
け
、
瀬
戸
口
の

川
原
に
流
れ
つ
い
た

と
こ
ろ
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。

　
日
本
カ
モ
シ
カ
は

国
の
天
妖
…
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
て
、

海
抜
千
メ
ー
ト
ル
か

ら
二
千
五
百
メ
ー
ト

ル
地
帯
に
生
息
し
て

い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
カ
モ
シ
カ
が
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
で
毎
冬
の
よ
う

に
、
角
間
か
ら
瀬
戸
口
に
か
け
て

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で

す
。　
こ
の
カ
モ
シ
カ
は
、
三
歳
の
メ

ス
で
、
体
長
百
十
セ
ン
チ
、
体
高

七
十
五
セ
ン
チ
、
胴
ま
わ
り
八
十

セ
ン
チ
、
体
重
四
十
五
キ
・
、
つ

の
の
長
さ
が
十
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
り

ま
し
た
。

　
川
原
か
ら
引
き
上
げ
て
、
十
日

町
保
健
所
の
職
員
立
合
の
も
と
で
、

弾
こ
ん
な
ど
の
異
常
が
あ
る
か
ど

う
か
を
調
べ
ま
し
た
が
、
異
常
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
県
の

文
化
行
政
課
の
指
導
を
受
け
て
、

は
く
製
に
し
て
、
総
合
セ
ン
タ
ー

に
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
は

く
製
が
で
き
あ
が
る
の
は
、
十
月

カモシカって可愛いい

こ
ろ
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
十
月
中
に
は
、
す
ば
ら
し
い
眉

本
カ
モ
シ
カ
の
は
く
製
が
総
合
セ

ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

離懸

鱗－麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
女
の
子
が
欲
し
し
」
と
願
う
　
　
　
　
　
ケ
ン
カ
は
「
く
だ
ら
な
い
こ
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塵
、
塾
蒐

’

鼻，

　　　　”隔

ア
ッ
ア
ツ
の
山
杢
久
ご
夫
妻
を
紹

介
し
ま
す
。

　
新
婚
生
活
は
「
独
身
時
代
と
あ

ま
り
変
ら
な
い
け
ど
、
仕
事
で
疲

れ
て
帰
っ
て
も
顔
を
見
る
と
元
気

が
で
ま
す
。
」
久
さ
ん
が
総
合
セ
ン

タ
ー
の
前
で
野
球
の
練
習
を
し
て

い
た
と
き
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
勤

め
て
い
た
摩
也
子
さ
ん
を
射
め
た

そ
う
で
「
自
分
の
心
に
描
い
て
い

た
人
に
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。
」
「
と

て
も
や
さ
し
く
、
一
人
じ
め
に
し

と
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
し
ま
す
。
閲

ま
あ
・
仲
の
い
い
証
拠
じ
ゃ
ね
則

ん
か
い
憂
消
方
法
は
「
思
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

た
こ
と
を
ぶ
つ
け
あ
っ
て
、
次
㎜

の
日
に
残
さ
な
い
こ
と
。
」
ど
ん
剛

な
家
庭
を
「
笑
い
の
絶
え
な
い
剛

友
だ
ち
み
た
い
な
家
庭
」
円
満
剛

の
秘
決
は
「
お
互
い
に
隠
し
濾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

と
を
し
な
い
こ
と
を
ん
な
愚

供
に
と
の
問
い
に
「
久
さ
ん
に
剛

似
れ
ば
そ
れ
で
十
分
」
と
ひ
た
剛

す
ら
甘
い
二
人
で
し
た
。
　
　
闘

　
五
月
十
｝
日
、
津
南
町
中
子
地

内
で
、
第
十
回
魚
沼
地
方
、
植
樹

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
植
樹
祭
の
中
で
は
、
緑
化
功
労

者
な
ど
の
表
彰
式
や
津
南
町
の
小

中
学
生
の
代
表
者
に
よ
る
作
文
の

朗
読
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に

記
念
植
樹
と
し
て
桐
の
木
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
当
村
で
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら

五
十
六
年
に
か
け
て
、
一
五
七
・
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
村
行
造
林
を
行
い

ま
し
た
。

　
森
林
の
た
い
せ
つ
な
役
割
は
、

森
林
資
源
を
確
得
す
る
他
に
、
大

雨
な
ど
の
時
の
豪
水
防
止
や
、
土

砂
、
ガ
ケ
く
ず
れ
な
ど
の
治
山
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
皆
で
森
林

資
源
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。盤

大きく育て／

　
五
月
十
六
日
、
津
南
町
の
マ
ウ

ン
ト
パ
ー
ク
で
第
三
回
村
民
テ
ニ

ス
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
、
高
校
生
か
ら
中
年

ま
で
の
人
た
ち
三
十
六
名
が
参
加

　
　
　
　
し
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
の

戦
　
　
　
　
良
さ
は
、
「
年
齢
に
制
限

　
　
　
　
が
な
く
で
き
る
こ
と
と
、

携
　
　
　
　
体
を
動
か
す
の
で
体
調

　
　
　
　
が
と
て
も
良
く
な
る
」

　
　
　
　
と
会
員
の
一
人
が
話
し

　
　
　
　
て
く
れ
ま
し
た
。

ー
　
　
　
　
　
中
里
村
庭
球
協
会
は
、

ス
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
に
発
足

　
　
　
　
し
、
現
在
で
は
、
会
員

一
一

　
　
　
　
六
十
名
を
越
す
会
に
育

　
　
　
　
っ
て
き
ま
し
た
。

一
7
葱
嚢
縫

　
　
　
　
え
て
、
関
係
者
は
う
れ

し
い
悲
命
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
清
田
山
自

然
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス
場
の
オ
；

プ
ン
を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い

ま
す
。

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
あ

な
た
も
、
テ
ニ
ス
を
は
じ
め
ま
せ

ん
力
　
連
絡
先

通
り
山
山
本
　
健
吉
二
一
二
六

山
崎
4
宮
山
省
三
二
四
八
七

顕
内
娠

讐
人
福
祉
の

聡
あ
ち
ま
し

焦
蕨
常
生
籍
臨
翼
の
輪
鱒
』
♂

　
び
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
サ
　
て

　
ね
た
き
り
老
人
に
日
常
生
活
用

具
を
無
料
で
給
付
す
る
制
度
で
す
。

　
一
、
特
殊
寝
台
　
二
、
浴
槽

　
三
、
マ
ツ
下
レ
ス
　
四
、
エ
ア

　
　
　
ー
パ
ッ
ト
　
五
．
．
腰
掛
便

　
　
器
六
、
湯
沸
器

、
七
、
福
祉
電
話
（
貸
与
）

●
老
人
家
庭
審
仕
員
の
派
遣

　
ね
た
き
り
老
人
の
い
る
世
帯
に

奉
仕
員
が
訪
問
し
、
身
の
回
つ
の

世
話
や
各
種
相
談
を
行
う
制
度
で

す
。●
老
人
ホ
督
ム
短
期
保
護

　
冠
婚
葬
祭
、
病
気
、
事
故
等
で

老
人
の
介
護
が
一
時
的
に
困
難
と

な
る
時
。
隻

　
◎
対
象
者
　
ね
た
き
り
老
人

馨
　
　
㌧

◎
期
間
七
日
以
内

◎
施
設
名
　
津
南
町
恵
福
園

　
◎
経
　
費
　
一
日
に
つ
き
千
三

　
　
　
　
　
　
百
円
（
世
帯
負
担

　
　
　
　
　
　
額
）

●
老
人
ホ
ー
ム
入
所

　
（
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
以
上
）

　
一
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ー
．
妻
有

　
　
　
荘
（
十
日
町
市
）
対
象
は

　
　
　
居
宅
生
活
が
困
難
な
老
人

　
二
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
．
－

　
　
　
恵
福
園
（
津
南
町
）
対
象

　
　
　
は
ね
た
き
り
老
人
等
で
家

　
　
　
族
の
介
護
が
困
難
な
老
人

●
老
人
医
療
費
の
無
料

　
◎
七
十
歳
以
上

　
◎
六
十
五
歳
～
六
十
九
歳
の
ね

　
　
た
き
り
老
人
（
三
カ
月
以
上

　
　
ね
た
き
り
の
者
）

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
役
場
窓
口
か
中
魚
沼
社
会
福

祉
事
務
所
〔
福
祉
相
談
電
話
（
直

通
V
O
二
五
七
五
ー
二
i
五
四
五

四
〕
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

　
防
犯
灯
の
寄
贈

　
　
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

　
東
北
電
力
株
式
会
社
か
ら
、
こ

の
ほ
ど
村
へ
防
犯
灯
二
灯
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
防
犯
灯
の
寄
贈
は
、
十
二

年
ほ
ど
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
村

内
の
防
犯
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
の
二
灯
を
、
倉
俣

地
区
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。


